


















































































































「疑似革命」 自生型（ファシズムの原型） イタリア、 ドイツ
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内戦型（内乱から軍部独裁へ） スペイン












































































！ 第I軸：ファシズムに対し拒否状態（傾向）にあるか一受容状態（傾向）にあるか。 ： 
i基 軸 第Il軸：世の中が良くなるように努力するか一そんなことをしても無駄と考えるか。 ： 
































【表4-1-1】 「アィヒマン実験」の結果*I 9 (各実験ともに40人）
実験の種類 実験l 実験2 実験3 実験4
（被験者と生徒役の距離） （遠隔） （発声） （近接） （接触）
15,___,120Vで終了した人数
゜ ゜ 1 ゜135,..._,240Vで終了した人数 ゜ 8 1 3 
2 2 
2 5 5,,._,3 7 5 Vで終了した人数 1 4 7 1 0 6 
最終450Vまで到達した人数 2 6 2 5 1 6 1 2 






































： に参加することは本人の自由意志であったが、実験の背景には権力が潜んでいる。 ： 
； F: 直接実験の主旨には含まれないが、暴力的要素は含まれている。さらに、実験自体が電：
： 気を流すという暴力そのものを用いている。ただし、肯定にとどまっている。 ： 
； G: 思想的要素の見られない実験だが、もし生徒役の被害者がユダヤ人のように差別の対象；
： であったら、結果はさらに激しいものになったろう。 （ミルグラムも述べている。） ： 
; H: 大学の実験室で教授の指示を受けた環境は、一党独裁と異質なものではない。実験室で；
； は一党独裁同様に対立する候補がなく、実験を拒否するのは被験者の良心のみ。 ： 
； I : 程度の問題であるが、少なくと被験者の自由は奪われている。ただし、実験を継続する；
i ことを拒否する自由はもちろん保証されていて、その時点が実験の終了であった。 ： 
; J. K: これは該当しない。
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I A: ほぼ同様である。学校が舞台であり、教師の権威はある程度期待できる。生徒は理科の！
： 実験の感覚で授業に参加するように試行授業では導かれていく。
： B: 前項と同様である。 C・D: これは該当しない。
: E: 権力とまでは言えないかもしれないが、授業という強制の場である。
I F・G : 前項と同様である。
; H : 教室では一党独裁同様に対立する候補がない。


































































タ教育標準用語車典』株式会社アスキー、 1989. pp.24-44.) 





卜｀リ）レ ：チJ.ートリ了Jy ; :/ミュVーショ;; データペース ドリ）レ ：チュートリ了)~ : :; ミュVーショリ： デークペース
世界史 2 1 1 2 
日本史 1 2 4 
地理 6 3 2 2 4 1 
政・経 3 3 2 1 3 
その他 2 1 
拙稿「CAIを使ったファシズムの教材化」 （岐阜県高等学校教育研究会社会科部会編『会報
32』、 1993. p. 7-8.) 
”中山和彦・木村捨雄・東原義訓『コンピュータ支援の教育ンステム』東京書籍、 1987. p. 18. 
バ坂元昂「情報教育の最前線」 （『信学技報』 TECHNICALREPORT OF IEICE. ET93-46. 1993-07.) 
* l 0藤岡信勝「シミュレーション・ゲーム」 （大森照夫・佐島群巳・次山信男•藤岡信勝・谷川彰
英編『社会科教育指導用語辞典』教育出版、 1986.p.276) 
•J J山口幸男「連載講座 シミュレーション教材、こう作る• こう使う 1'"'-'12」 (『教育科学社
会科教育』 Nn35'"'-'348. 1990-1991.) 
• I 2福田正弘「合理的意志決定能力育成のための社会科CAIモデル (2)」 （『岐阜工業高等専
門学校紀要』 22号、 1987.)
• I 3初澤敏生「コンピュータ・ゲームを利用した学習の可能性に関する研究」 （『福島大学教育学
部論集社会科学部門』第47号、 1990.)
• l 4山口定『ファシズム』有斐閣、 1979. p. 194-195. より作成。
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• 1 aミルグラム、前掲書、 p.20. 
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